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2012年活動報告

会員数：218名
（平成25年2月現在）

初年度の活動の成果と今後に向けて

大分県作業療法士連盟
会長 荒木良夫

平成24年11月26日

設立初年度の活動は、右も左も分らない中、少しずつではありますが多方面へ
「動き」「働きかけた」1年間でした。特に衆議院選挙では、団体として推薦状を出
し、法定ハガキの協力実施や個人演説会への参加など、貴重な経験をしました。
会員の皆様にも急な連絡にもかかわらず選挙協力していただきありがとうござい
ました。この1年間の活動を通し強く感じた事は、「社会人として職能団体として政
策へ働きかける連盟活動の重要性」です。連盟活動は、まさに「未来を自分たち
で変えていく・作っていく」活動であることを再確認しました。
本年度以降我々にとって重要なのが、作業療法士の職能団体として政策に対
し意見を主張していく事です。そのためにも連盟会員皆様からの意見が重要です。
単に自分達の権利擁護を訴える団体でなく、真摯に大分県・日本の未来につい
て考え・意見する団体を目指し会員の皆さんと協力しながら運営を実施します。

クリアファイル販売
大分県作業療法連盟作成のクリ
アファイルを販売しています。この
売り上げを連盟の活動費として使
用させて頂きます。

署名活動

「衆議院議員山口和之全国後援会入会手続き」

⇒ 入会者100名

「伊東重度障害者センターの存続発展を求める国会

請願署名」 ⇒ 合計215名

皆様のご協力ありがとうございました。

本年度は、連盟活動を展開
していく上で、基礎となる「法的制限」や「条例制定
における流れの理解」を目標に研修会を開催した。
これら研修会を通じ、今後の連盟活動の方向性と
可能性について具体的に理解するきっかけとなった。
【５月２４日開催】

テーマ：「政治資金規正法を理解しよう」
講 師：佐藤昭生氏（民主党幹事長代理）
【9月19日開催】

テーマ：「県議会における条例の決まり方を知ろう」
～医療・福祉にスポットをあてて～

講 師：衛藤博文氏（元大分県議会事務局長）

研修会開催～まずは知ることから～

≪具体的な活動内容≫
・推薦状を2名に交付
・法定ハガキ794通発送（１区）

・会員への電話連絡
・連盟ニュース号外発行
・個人演説会5会場参加

・開票見守り会参加 など

最終的には、残念な結果と
なった。しかし、連盟の意志
を議員へ伝え具体的応援行
動を実施することが出来た。

衆議院選挙での活動

【吉良州司氏と】

【横光克彦夫人と】

【個人演説会の様子】

【足立信也議員と】



平成25年2月18日 大分県作業療法士連盟

大分県作業療法士連盟からのお知らせ

賛助会員の紹介 「私たちは大分県作業療法士連盟の活動を応援しています!」

大分県作業療法士連盟
副会長 田中 学

大分営業所
大分市南王子町2-8-4

TEL:097-514-1010

株式会社オフィスジャパン
大分営業所

大分市大字森1207番地の8

TEL:097-520-5208

株式会社九州ナノテック光学
速見郡日出町大字大神8574-2

TEL:0977-72-3315

TEL 0977-67-6538 

別府市大字内竈1393（太陽の家内）

鶴崎海陸運輸株式会社
大分市大字三佐1000

TEL:097-521-6115

株式会社ライフリー
デイサービス楽

大分市毛井533-1

TEL:097-574-8432 大分市花津留1-2-18 

TEL:097-529-9025

有限会社大分タキ

いまみや補装具サービス

事務局：
〒870-0124

大分市大字毛井553-1（デイサービスセンター楽内）
TEL：097-529-9025 FAX:097-520-1765

選挙に行こう！選挙は私たちの声を政治に届ける方法です。

作業療法は求められている! 自分たちの力でこの声を届けよう!！

大分県作業療法士連盟は堀嘉徳氏、早川和人氏、倉掛賢裕氏の当選を願っています

昨年、大分県作業療法士連盟幹事と大分
市の政策について意見交換を行った、この3

名の候補者を推薦しています。

本連盟調査部では、今後の活動指針としていくための情報
収集として大分県作業療法協会と合同でアンケート調査を
行いました。結果は、連盟ホームページに記載予定です。
是非ご覧になってください。

堀嘉徳氏 早川和人氏 倉掛賢裕氏

大分県作業療法士連盟が設立して約一年が経過しました。個人的には、連
盟活動を通じ社会構造を勉強する良い機会となっています。さて、皆さんは日
々、対象者様の充実した生活実現のため作業療法を提供する中でどのような
ことを感じているでしょうか？ 私は、「作業療法がまだまだ広まっていない・・・」
「もっとわれわれが活躍できる場があるはずだ」と感じています。昨今の保健・
医療・福祉・教育の現状を考えると、今以上に地域や予防などの分野で、作業
療法が広範囲に求められていることは間違いありません。ではなぜ、作業療
法のニーズはあるのに、そこで働く環境が整っていないのでしょうか？どのよ
うにしたら地域政治を制定する議会に我々の声が届けられるのでしょうか？こ
のように問うと、「制度が難しくて良く分からない」「どうやったら変わるの？」と
疑問を持つ方がほとんどだと思います。その疑問を放っておかず、ぜひ、連盟
活動に参加してみてください。作業療法を必要としている方々のために、自分
たちの「声」で制度を整える連盟活動を共に活性化していきましょう。

http://www.kyunano.jp/index.php
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